
国際部先端国際共同研究推進室

2026年度
日本－インドネシア共同研究

「バイオエネルギー」

公募説明会

NEXUSウェブサイトの日本－インドネシアの公募ページより、

公募要領・別紙をお手元にご用意の上、ご参加ください。
重要な点を抜粋して説明します。

←公募ページはこちら

 JST NEXUS

https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/
koubo/country/indonesia.html

https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/koubo/country/indonesia.html
https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/koubo/country/indonesia.html


説明会について

 録画

➢ 説明部分について録画し、資料とともに後日

HPにて公開いたします。

 質疑応答

➢ Q&Aボックスより、質問をお送りください。

匿名での質問でも構いません。

➢ 事務局より、テキストベースまたは口頭にて回

答させていただきます。

✓
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本日のご説明内容

1. 日ASEAN科学技術・イノベーション協働連携事業（NEXUS）とは

2. 日本－インドネシア「バイオエネルギー」 公募概要

3. 研究提案書の記載方法

4. 応募方法
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日ASEAN科学技術・イノベーション協働連携事業とは

日ASEANの長きにわたる国際共同研究や人材交流等の取組を基盤とし、

双方の強みを活かした柔軟で重層的な科学技術協力を推進

 国際共同研究

➢ 共通重点分野における国際共同研究を支援（国ごとに分野、規模を定める）

 研究人材交流・育成

➢ 若手研究人材の交流支援（※）を通した国際的な人材育成を推進

➢ 国際共同研究の萌芽形成や科学技術人材プールの形成を促進

 拠点

➢ 科学技術協力に資する拠点を形成

➢ 既存の研究拠点の活用・機能強化を促進
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※ 若手人材交流プログラム （ Y-tec）

https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/y-tec/index.html

https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/y-tec/index.html
https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/y-tec/index.html
https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/y-tec/index.html


公募概要
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日本－インドネシア「バイオエネルギー」公募の特徴

日本側は、2つのオプションから選択して提案することが可能
➢ 国際共同研究のみの研究提案

➢ インドネシア人若手研究人材の育成支援を含む研究提案
＝研究人材育成連動型

支援される研究費、提出書類、審査プロセス等が異なります。

インドネシア側と共通の公募要領（英語）のほか、研究人材育成
の支援に関する詳細は公募要領別紙（日本語）もよくご確認く
ださい。

公募要領別紙における網掛け部分の記載は研究人材育成連動
型の提案にのみ適用されます。



国際共同研究

① 共同研究

② 国際研究交流

③ 産学連携 等

国際共同研究契約（CRA）の締結

日本側研究チーム 相手国側研究チーム

研究機関A

研究代表者（PI） 主たる共同研究者
（Co-PI）

研究参加者 研究参加者

研究機関B

相手国側
Co-PI

研究機関D

相手国側
PI

研究機関C

その他ASEAN諸国
連携機関 E, F, G
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連携
National Research and Innovation Agency

（Badan Riset dan Inovasi Nasional）

インドネシア 国立研究革新庁

日本－インドネシア共同研究の枠組み

国際共同
研究支援

国際共同
研究支援



日本－インドネシア共同研究の枠組み

国際共同研究

① 共同研究

② 国際研究交流

③ 産学連携 等

研究人材育成

国際共同研究契約（CRA）の締結

日本側研究チーム 相手国側研究チーム

研究機関A

研究代表者（PI） 主たる共同研究者
（Co-PI）

研究参加者 研究参加者

研究機関B

相手国側
Co-PI

研究機関D

相手国側
PI

研究機関C

日本側研究チームへの参画
学位取得を目的とした渡日

その他ASEAN諸国
連携機関 E, F, G

国際共同
研究支援

研究人材
育成支援

国際共同
研究支援
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連携

インドネシア 国立研究革新庁

青色：
研究人材育成連動型のみ適用

National Research and Innovation Agency
（Badan Riset dan Inovasi Nasional）



公募概要

日本側 インドネシア側

公募分野 バイオエネルギー

サブトピック
1. 生物学的手法を用いたバイオエネルギー生産
2. ハイブリッドおよび先進的手法を用いたバイオエネルギー生産

研究期間 最長3年（2027年4月～2030年3月）

採択課題数 最大５課題

支援金額

国際共同研究のみの場合
最大 2,400万円（直接経費*）

最大 30億ルピア
（約2,７０0万円, 間接経費込）

研究人材育成連動型の場合
国際共同研究： 最大 9,000万円
研究人材育成： 最大 390万円/年・人

（いずれも直接経費*）
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*日本側は直接経費の30%に相当する間接経費も別途配分



国際共同研究（International Joint Research)

 日本・インドネシアPIが共同で「バイオエネルギー」分野における研究計画を設定

 日本側は国際共同研究経費の30%程度を目安に国際研究交流活動に支出

➢ 学部生を含む若手研究者等の交流に資する経費（派遣やワークショップの開催等）

※相手国からの招へいは、相手国の研究費から原則支出いただきます。

研究者(機関B)

主たる
共同研究者(Co-PI)

共同研究グループ1

研究者(機関B)

研究者(機関C)

主たる
共同研究者(Co-PI)

共同研究グループ2

研究者(機関D)

研究者(機関A)

研究代表者(PI)

代表者グループ

研究者(機関A)

日本側研究チーム

研究者

主たる
共同研究者(Co-PI)

共同研究グループ1

研究者

研究者

主たる
共同研究者(Co-PI)

共同研究グループ2

研究者

研究者

研究代表者(PI)

代表者グループ

研究者

インドネシア側研究チーム

最大2,400万円 or

最大 9,000万円/課題
（直接経費）

最大30億IDR/課題
（直接経費＋間接経費）

30%程度を目安に
国際研究交流活動に支出
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研究人材育成（Researchers’ Capacity Building)

主たる
共同研究者(Co-PI、機関B)

共同研究グループ1

主たる
共同研究者(Co-PI、機関A)

共同研究グループ2

研究参加者

研究代表者(PI、機関A)

代表者グループ

日本側研究チーム

研究代表者(PI)

インドネシア側研究チーム

共同研究者(Co-PI)

共同研究者(Co-PI)

若手育成対象者１(機関A)

研究参加者

若手育成対象者２(機関A)

研究参加者

研究参加者

若手育成対象者３(機関A)

若手育成対象者４(機関A)

①学生の推薦・派遣

②既に日本の大学に所属する
インドネシア人学生の選定受入研究者

（研究参加者）
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 国際共同研究に貢献し、日本で博士課程の学位取得を目指すインドネシア人若手研究

人材を支援します。

 若手育成対象者（Early-Career Researcher (ECR) Candidate)には、

最大390万円/年の研究人材育成経費（研究奨励費と若手育成研究費）を配分します。

 国際共同研究経費からキャリア開発等の研究人材育成にかかる費用の支出も可能。



研究チーム構成

主たる
共同研究者(Co-PI、機関B)

共同研究グループ1

主たる
共同研究者(Co-PI、機関A)

共同研究グループ2

研究参加者

研究代表者(PI、機関A)

代表者グループ

日本側研究チーム

若手育成対象者２(機関A)

研究参加者

若手育成対象者4(機関A)

研究参加者

研究参加者

若手育成対象者7(機関A)

若手育成対象者8(機関A)

受入研究者
（研究参加者）

同一学科・専攻・研究
室の場合は研究参加
者として、若手研究人
材の受入も可能

育成しないグループ
（企業等など）の参画
も可能
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① チーム構成として共
同研究グループを必ずし
も立てる必要なし（つま
り、代表者グループのみ
の遂行も可能）

② 別の機関の方に
予算を配分したい場
合はCo-PIとして立
てる必要あり

③ 同一機関の同一研
究科から立てることも
可能であるが、課題に
おける研究グループ
を率いる等、契約を分
ける必要がある場合
のみ（同一学科・専攻
は非推奨）

※若手育成対象者としての参画は研究人材育成連動型のみ



若手育成対象者（ECR Candidate)

 若手育成対象者の要件

➢ インドネシア国籍で、国際共同研究課題に貢献しながら日本で博士学位の取得を目指す者。

✓ 年齢、支援人数に制限はありません。指導・管理ができるよう設定ください。

✓ すでに日本にいる大学院生も支援可能。

➢ 以下の場合は、若手育成対象者とすることはできません。

✓ 他事業等で支援されており、その事業からNEXUSとの重複受給を不可とされてい

る場合

✓ 渡日時及び日本滞在期間において、現役軍人又は軍属の資格のもの

 支援予定人数

➢ 課題あたりの支援人数に上限は設けません。受入機関が管理・対応可能な人数を計上くだ

さい。
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※研究人材育成連動型のみ



若手育成対象者（ECR Candidate)

 支援対象期間

➢ 研究課題の研究期間内： 本公募は3年間

➢ 博士課程標準修業年限の最大３年間 （医歯薬獣医学系は4年間）

✓ 標準修業年限で学位取得が出来ない場合、それを超えての支援はできません。

➢ 博士課程入学までの半年間も予備教育期間として支援可能

➢ 最低支援期間は１年間（つまり、博士最終年度の途中からは支援不可）

✓ 予備教育期間を経て入学できなかったケースを除く

➢ 支援は一ヶ月単位とし、開始や終了は原則月初・月末に限る

 支援金額

➢ 研究人材育成経費として、一人あたり最大390万円/年

✓ 研究奨励費（生活費相当額）： 180～240万円/年

✓ 若手育成研究費： 最大150万円/年（0円は不可）

※TA・RA活動は妨げません。

※入学金・授業料は支援対象となりません。

研究機関にて調整

若手育成対象者の研究に資する使途への支出
指導するPI・Co-PIが使途を管理

14

※研究人材育成連動型のみ



若手育成対象者（ECR Candidate)

 他事業との重複

➢ すでに他事業から生活費相当額や研究費の支援を受けている場合には、NEXUSとの重

複受給が不可とされるケースがありますので、該当事業へ事前に問い合わせください。
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研究奨励費

（180～240万円／年）

若手育成研究費

（最大150万円／年）

他事業側にて重複受給不可とされている場合 不可 不可

他事業から生活費相当額を支援されている場

合
不可 可

他事業から生活費相当額と研究費を支援され

ている場合
不可 可

他事業から研究費を支援されている場合 可 可



研究人材育成経費の概要

 研究人材育成経費の支援例

➢ 全体の最大金額と、研究奨励費、若手育成研究費にはそれぞれ金額制限があります

※国際共同研究経費から若手育成対象者に国際共同研究課題への参画にかかるRA謝金を追加で支出す

ることは可能です
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研究人材育成経費の概要

 研究人材育成経費の支援例（NG例）

➢ 全体の最大金額と、研究奨励費、若手育成研究費にはそれぞれ金額制限があります

※国際共同研究経費から若手育成対象者に国際共同研究課題への参画にかかるRA謝金を追加で支出す

ることは可能です
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修士課程学生の支援について

 予備教育期間

➢ 本支援では、博士課程入学前に最大半年間の予備教育期間を設けています。その間であれば、修士課

程在籍中も支援対象となります。

 修士課程学生の交流支援

➢ 原則、相手側研究者の日本への渡航費は相手国研究費から支出いただくこととしていますが、日本で

の博士学位取得を目指す、もしくは育成対象となり得る相手国研究チームに所属するインドネシア人修

士課程学生については、事前に研究計画書の支援対象リストに登録いただければ、研究参画にかかる

日本への旅費（短・中・長期の渡航費・滞在費）を「国際共同研究経費」から支出することが可能です。

➢ 渡日にはビザが必要となりますので、必要な手続については機関にてご確認ください。

修士１年 修士２年 博士１年 博士２年 博士３年

研究人材育成の支援対象
※予備教育期間

修士課程学生の交流支援対象
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※研究課題の年限に合わせた最大3年間が支援期間

※研究人材育成連動型のみ



研究提案による支援規模の違い 
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国際共同研究経費

最大2,400万円

直接経費

間接経費

直接経費

間接経費

国際共同研究のみの研究提案 研究人材育成連動型の研究提案

研究人材育成
経費

一人あたり

390万円／年

国際研究交流経費

国際共同研究経費の30%程度を目安

国際共同研究経費

最大2,400万円

国際研究交流経費

国際共同研究経費の30%程度を目安

研究人材育成に係る
国際共同研究経費

最大6,600万円

国際研究交流経費

国際共同研究経費の30%程度を目安

合わせて最大
9,000万円



研究提案書の記載方法

20



提案書 申請様式のダウンロード方法

https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/
koubo/country/indonesia.html
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研究人材育成連動型で提案する
日本側研究チームのみ作成

日本側研究チームにて作成

日本側・インドネシア側が共同
で作成

日本－インドネシア「バイオエネルギー」国際共同公募

https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/koubo/country/indonesia.html
https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/koubo/country/indonesia.html


提案書 申請様式の種類
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 国際共同研究提案書

➢ 英語の共通申請様式

✓ 日本側、インドネシア側研究チームが共同で作成し、自国のFAに提出

✓ 最大2,400万円（直接経費）で実施する国際共同研究（「コア」と呼称）について記述

➢ 日本語の申請様式 別紙

✓ 日本側研究チームが作成し、提出

✓ 英語の共通申請様式をもとに、国際共同研究（コア）について記述

 研究人材育成提案書

➢ 日本語の申請様式

✓ 研究人材育成連動型で提案する日本側研究チームのみ作成、提出

✓ 日本側が研究人材育成と併せて取り組む、追加配賦最大6,600万円（直接経費）で実
施する国際共同研究（「連動」と呼称）について記述

✓ 若手研究人材等を支援する研究人材育成の取り組みについて記述

研究人材育成
経費

一人あたり

390万円／年
国際共同研究経費

最大2,400万円

研究人材育成に係る
国際共同研究経費

最大6,600万円

“コア”

“連動”

各提案書に記述する「国際共同研究」の実施規模の違いにご注意ください。



国際共同研究提案書 申請様式

項目 内容

Part Ⅰ. General Information 研究課題名、サブトピック、PIの情報

Part Ⅱ. Abstract
※2ページ以内

課題概要（目的、方法、期待される成果、交流形態、
インパクト、概要図）

Part Ⅲ. Research Topic and Work Plan
※10ページ以内

・研究課題の詳細説明（6ページ以内）

・交流計画を含むタイムスケジュール（4ページ以内）

Part Ⅳ. Budget Description (Japan-side)
本共同研究の予算計画（年度毎）
※国際共同研究経費2,400万円分を上限として記載

Part Ⅴ. Budget Description (Indonesia-side) （インドネシア側の予算計画）

Part Ⅵ. Research Participants PI、Co-PI、研究参加者の記載

Part Ⅶ. Personal Background Information
※2ページ以内

PI、Co-PIの研究実績や交流実績
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予算の記入（例示）
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 国際研究交流経費の支出例 ※若手研究者等に直接裨益するための費用として使用してください

➢ 相手国側への若手研究者の渡航費や渡航後に発生する費用
➢ 若手研究者間のコネクション強化を目的としたワークショップの開催や国際学会での発表に係る経費
➢ 渡航や交流の実施にかかるコーディネート業務を行うスタッフの人件費 等

5,000

1,000

12,000

設備・備品費

消耗品費

旅費

人件費

その他

4,000

2,000

24,000

0

1,000

8,000

1,000

0

10,000

交流活動にかかる経費を
左のTOTALの内数として記載ください

こちらの例では
約41.7%を充てています



国際共同研究提案書 申請様式 別紙 （日本側応募申請書）

項目 内容

１． 研究課題名
日本語・英語併記
※e-Radでの入力内容やインドネシア側の申請登録内容と同一としてください。

２． 参画研究者情報（日・尼） 日本語・英語表記

３． 課題説明文 日本語は１文、英語は２文で記載

４． 課題概要
日本語は350文字以内、英語は250単語以内で記載。
※採択後のプレスリリース等で利用しますので、記載例に沿った文体でご記入く

ださい。英語はできる限り日本語の対訳に近づけてください。

５． 詳細項目の日本語概要
※それぞれ120文字以内

申請様式Part Ⅲ「1. Detailed Description of the Joint Project」の内容を
元に日本語で記載

６． 他制度の助成等の有無
受給・申請中の他制度の助成金について、PI・Co-PIの情報やエフォート
等を記載
※必ず本申請（NEXUS）のエフォートも記載ください

７． 備考欄
利益相反マネジメントにおける「PIに関する機関」を参画機関とする場
合に申告。その他事項も記載可能。

研究代表者用チェックリスト
安全保障輸出管理、生物遺伝資源等利用に伴う規制、個人情報、知的
財産、生命倫理等の配慮について

確認書 研究機関長の署名（公印省略の場合は文書番号を記載）
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研究人材育成提案書 申請様式

項目 内容

１． 研究課題情報

研究課題名、日本側PI、Co-PI、研究参加者の情報
※研究課題名およびPIの情報はe-Radでの入力内容や他の申請様式における
内容と同一としてください。
※研究人材育成の取り組みによって、Co-PIや研究参加者が増える場合は当該
研究者も含めて記載してください。

２． 概要
※2ページ以内

国際共同研究（コア）、国際共同研究（連動）、および研究人材育成の
概要。国際共同研究（連動）の概要図。

３． 国際共同研究（連動）
※3ページ以内

国際共同研究（連動）についての詳細内容。

４． 研究人材育成
※3ページ以内

研究人材育成についての詳細内容。

５． 全体計画
※3ページ以内

国際共同研究（連動）、国際研究交流、研究人材育成に関する全体計
画（マイルストーン含む）。

６． 予算計画

国際共同研究（連動）経費、および、研究人材育成経費に関する予算
の全体計画。

※国際共同研究経費は6,600万円分を上限として記載

26

※研究人材育成連動型のみ



評価の観点

１ Consistency with the research field 
of the call

公募の趣旨・分野との関連性

2 Capability of research leaders 研究主導者としての能力

3 Expected scientific results of the 
joint research

研究課題の期待される科学的成果

4 Synergy effects of international 
collaboration

共同研究のシナジー効果

5 Validity of research plan 研究計画の妥当性

6 Validity of exchange plan 研究交流計画の妥当性

7 Expected economic and social 
impact of the joint research 
nationally and globally

研究の経済的・社会的インパクト

8 Feasibility of implementation プロジェクトの実現可能性

９ Validity and anticipated impact of a 
researchers’ capacity building plan 

研究人材育成計画の妥当性とイン
パクト ※研究人材育成連動型のみ
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審査プロセス
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応募資格（日本側）

 日本側PI及びCo-PIは、日本の研究機関に所属していること。

 研究倫理プログラムをあらかじめ修了していること。

 日本側は、PIとして本公募（日本－インドネシア「バイオエネルギー」）に複数

の課題を提案することは不可。

➢ Co-PIはその制限はありませんので、PIとして１つの課題を提案し、Co-PIとし

て他の課題に参画することは妨げません。

 提案はe-Radを通じて受け付けています。

公募要領、公募要領別紙を必ず確認の上、応募してください。

29



日本側における選考の流れ

30

研究人材育成
提案書

追加支援

（最大6,600万円＋
研究人材育成経費）

追加支援
なし

国際共同研究提案書

・英語共通申請様式
・日本語の申請様式別紙

研究人材育成提案書

国際共同研究提案書

・英語共通申請様式
・日本語の申請様式別紙

書類審査

面接審査

国際共同研究提案書

・英語共通申請様式
・日本語の申請様式別紙

採択

（最大2,400万円）

不採択

書類審査

 書類審査では国際共同研究の研究提案のみで審査し、インドネシア側との
調整を経て採択課題を決定。

 日本側ではその後、研究人材育成連動型を希望する課題に対して面接審査
を実施

➢ 研究人材育成経費と研究人材育成に係る国際共同研究経費を追加で配賦する
かどうかを決定する。

＜国際共同研究のみの研究提案＞

＜研究人材育成連動型の研究提案＞

※研究人材育成提案書は書類審査
の対象とはなりません。



公募スケジュール

項目 日程

提出〆切
2026年7月22日（水）14時（日本時間）

※厳守

採択内定通知 2026年11月（予定）

面接選考会

2026年12月～2027年1月（予定）

※面接は研究人材育成連動型の提案のみ実施
※原則、オンラインでの実施となります

※日程確定次第、早急に応募者に通知します

採択最終結果通知 2027年2月（予定）

研究開始 2027年4月（予定）
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応募方法
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応募方法の概要

国際共同研究提案書 申請様式
Joint application form (proposal)

日本側PI インドネシア側PI

国際共同研究提案書
申請様式 別紙

共同で１つの申請書を作成し、

同じファイルを提出

e-Rad

〆切：

7/22（水）14時（日本時間）

必ず〆切までに、同一の申請様式を日本側PIがJSTに、インドネシア側PIがBRIN
に提出ください。どちらか一方が欠けた場合は不受理となります。

33

研究人材育成提案書
申請様式 

※研究人材育成連動型のみ



e-Radでの応募

 Webサイトにe-Radマニュアルがありますので、応募にあたり必ずご確認ください。
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e-Radでの応募に関する注意事項

 研究インテグリティに係る情報の入力

➢ 研究代表者及び主たる共同研究者全員の登録が必要
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e-Radでの応募に関する注意事項

 研究期間

➢ 2027年度～2029年度

 研究目的・研究概要

➢ 「提案書参照」と記載ください。

（最大５文字しか入力できないよう

にしています）

➢ 目的や概要は、提案書上で記載いた

だきますので内容のテキスト入力や

ファイルのアップロードは不要です。

２０２7 ２０２9
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e-Radでの応募 ※注意事項

 研究経費

➢ コア型の「国際共同研究経費」分のみ記載ください（最大2,400万円）

➢ 連動型の「国際共同研究経費」および「研究人材育成経費」分の記載は採択後に計画に基

づき追記する形とします。

37
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e-Radでの応募に関する注意事項

 研究組織

➢ 「行の追加」をクリックし、コア型における主たる共同研究者の情報を入力してください。

➢ 研究代表者、主たる共同研究者以外の研究参加者の情報は入力しないでください。
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不受理となる事例

 両国のPIの応募が完了していない

➢ 締切間際は応募システムが混み合う可能性があります。

➢ システム上で直接入力いただく情報もありますので、両国のPIが時間的余裕をもって入

力を開始し、完了するようにお願いします。

➢ 互いのPIが応募を完了していることをご確認ください。

 提案への研究機関内の承認が得られていない

➢ 日本側は「確認書（申請様式 別紙内）」への機関長（学部長・学科長ではない）の押印が必

要です。公印省略の場合は、機関にて所定の手続きを行った上でご提出ください。

➢ インドネシア側も「機関の権限を有する担当者による法的承認」が必要とされています。

39

公募要領を参照の上、日本側・インドネシア側双方の要件が満たされて
いるかをよくご確認ください。



公募情報について

 日本側研究者

➢ https://www.jst.go.jp/aspire/nexus/koubo/country/indonesia.html

 お問い合わせ

国立研究開発法人科学技術振興機構

国際部先端国際共同研究推進室ASEAN連携グループ

joint-call-ja“AT”jst.go.jp

（※“AT”部分を“@”に変えてください。）

7月22日(水)14時 （日本時間）〆切

ご応募をお待ちしております

JST NEXUS

40
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